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様式第４号（第 11項関係）  

 

   西脇市審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  第１回西脇市こどもプラザ運営委員会  

開催日時  令和２年８月 11日（火）  

午後２時 30分～４時  

開催場所  西脇市茜が丘複合施設 Miraie 多目的ホール  

出 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

田邉委員、藤原委員、松下委員、萬浪 委員、  

橋本委員、藤井委員、前田委員、石田委員、  

高瀬委員  

（選出区分別 50音順）  

欠 席 委 員 の 氏 名 又

は人数  

伊達委員  

出 席 職 員 の 職 ・ 氏

名又は人数  

片山市長、筒井部長、赤松施設長、松本所 長、  

藤井  

公開・非公開の別  公開  

非公開の理由   

 

傍聴人の数  ０人  

議題又は協議事項  １  こどもプラザの利用状況 について  

２  令和元年度事業実績報告について  

３  令和２年度事業実施計画について  

４  こどもプラザの運営について（意見交換）  

会議の記録（概要）  

発言者   

○開会  

 

○市長あいさつ  

 

○委員委嘱  

 市長から委員に委嘱状を交付  

 

○委員紹介  

 委員による自己紹介  

 

 

 

事務局  

 

市長  
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会議の記録（概要）  

発信者   

○委員長・副委員長の選出  

 西脇市こどもプラザ運営委員会条例第６条第２項の規

定に基づき、委員長、副委員長を選出。  

委員長として田邉委員、副委員長として萬浪委員を選

出。  

 

○委員長、副委員長あいさつ  

 

委員９名の出席により委員会成立の報告  

傍聴者入室の了承確認及び傍聴者なしの報告  

 

○議事  

 議事１、こどもプラザの利用状況について、事務局か

ら説明をお願いする。  

 

○会議資料１に基づき、事務局から説明  

 

 議事２、令和元年度事業実績報告について、事務局か

ら説明をお願いする。  

 

○会議資料２に基づき、事務局から説明  

 

 議事３、令和２年度事業実施計画について、事務局か

ら説明をお願いする。  

 

○会議資料３に基づき、事務局から説明  

 

 議事４及びこどもプラザアンケート結果について、事

務局から説明をお願いする。  

 

○会議資料４及びこどもプラザアンケート結果に基づき

事務局から説明  

 

こどもプラザの運営についての意見交換をしていきた

い。何か意見等はないか。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

委員長  

 

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

事務局  

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

委員長  
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委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

３点お聞きしたい。  

令和元年度の利用状況について、新型コロナウイルス

感染症対策による休館の影響で、利用人数が減っている

と聞いたが、休館期間になる前から利用人数は減少傾向

にあったのではないか。  

あいあいランドがリニューアルされ、利用人数が増え

ているが、生活文化総合センターの施設全体を利用する

と、あいあいランドの利用人数にカウントされるのか。

それとも、あいあいランドだけの利用人数なのか。  

利用者支援事業で、平成 30年度までは臨床心理士によ

る支援件数が週２回で、年間 96件とたくさんあったと報

告を受けていたが、令和元年度は５回に減っている。子

育てコンシェルジュの業務内容になり、減らしているの

か。以上３点お聞きしたい。  

 

３月に実施予定だったこどもプラザフェスタは、例年

２日間で  2,000人近くの来場者があるが、その人数を入

れても全体的に減少している。また天気にも影響され、

９月、 10月、 11月頃の天気が良いと屋外で遊ぶことが多

くなるので、人数が減少することがある。しかし、利用

していただくスペースや利用者への支援を考えると、こ

れくらいの人数がベストなのではないかと考える。  

あいあいランドの利用人数は、施設全体の利用人数で

はなく、あいあいランドに入ってから受付をしているの

で、あいあいランドのみの利用人数である。小学生の利

用が増えてきている。  

平成 30年度までお世話になっていた臨床心理士の先生

に、令和元年度もお世話になる予定であったが、急遽、

岩手の大学へ講師として行かれることになった。大学や

様々な所へお願いをしながら次の先生を探したが、なか

なか見つからなかった。令和元年度は、今までお世話に

なっていた臨床心理士の先生に１回、令和２年１月から

は新しい先生に４回来ていただき、合計５回となった。

今後、調整しながら回数を増やしていく予定である。  

 

 しんどい思いをしている保護者の方もおられると聞い

たが、今回、おやこ交流教室に登録している保護者に個

人懇談をしてくださるとのことで、先生方の配慮に感謝
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委員  

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

している。施設の利用人数が減っているとのことで、新

型コロナウイルス感染症の影響で仕方がないかとも思う

が、遊ぶ時間を区切り、合間に消毒をしてくださってい

るので安心して利用できる。この状況なので、どこに遊

びに行こうかと迷うが、とても助かっている。  

 

 大変多くの事業をされているので、感心する。資料に

もあったが、情報発信は大事だと思う。多くの目につき

やすいところにチラシを置くなど、広報活動をされたら

どうか。悩んでいる保護者の方の目にもつきやすいので

はないか。  

 

 資料の中にも、市の広報やホームページとあったが、

今年度は他にも何か広報の手段はあるのか。  

 

 市のラインやフェイスブックでお知らせしているが、

知らなかったと言われる方もいる。新型コロナウイルス

感染症対策のため、利用対象を市内限定にしているが、

最近来られた市内の方の中には、みらいえがオープンし

てから５年になるが、こんなところがあるとは知らなか

ったと言われる方もあった。健康課の乳幼児健診で、事

業の案内をしたり、子育て新聞「ことのは」を配るなど

できるだけこどもプラザでお母さん同士が繋がっていけ

るようにしている。  

 

 みらいえの近くに住んでいても、子育て世代でない人

は、こどもプラザを知らない人もいる。子育て世代には

情報を発信していると思うが、そこだけではなく、子育

てを離れた世代にもこどもプラザを知ってもらい、その

人たちから子育て世代に情報が伝わるというように、広

く発信していけばいいのではないかと思う。情報を広げ

る手段としてラインなどをされていると思うが、まだし

ていない方法を見つけていかれるといいのではないかと

思う。  

 

 ベビーのつどいは、市外の方も参加しているのか。市

内の方はどれくらいの参加があるのか。  
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事務局  

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 つどい事業は登録制ではないので、市内市外問わず自

由に参加されているが、多い時で 30組、 40組くらいの参

加がある。現在はこどもプラザの利用が市内限定になっ

ており、つどい事業も５組に限定させてもらっている。  

 

 夫婦とも市外の方で、誰にも協力してもらえず、とて

も孤独を感じながら出産したと言われた方があった。も

っと以前から、お母さん同士が繋がれるようなつどい事

業があれば、資料にもあるように、孤独な子育てになら

なかったのではないかと思う。このような事業があるこ

とを聞いて、とても安心している。  

 

 初めてこどもプラザに来られたお母さんや、少し表情

が硬いようなお母さんには、職員も気にかけて見守り、

声かけをしている。その中で、結婚を機に西脇市に来ら

れたことや、知り合いがいないことなどを聞くと、職員

との信頼関係を築きながらこどもプラザの事業等を案内

し、お母さん同士が繋がっていける場があることを伝え

ている。  

 

 実家が埼玉県なので西脇市に友だちがなく、ベビーの

つどいに初めて参加した時は緊張したが、他のお母さん

とも打ち解けて、とても楽しかった。その後、おやこ交

流教室や地区マミィにも誘ってもらったので友だちが増

え、子育ての悩みなど本音で話せる友だちもできた。こ

のような事業を計画していただき、本当にありがたいと

思っている。  

 

 子どもも大きくなり、こどもプラザを積極的に活用す

る世代ではなくなったが、色々な事業計画を聞かせてい

ただき、子どもが小さい時にこのような事業があれば、

参加したかったと思うような魅力ある事業ばかりであっ

た。一人目を出産した時は子育ての知識もなく、孤独を

感じていたが、おやこ交流教室などに誘っていただき、

その時に知り合った方とは子どもが大きくなった今でも

母子ともに交流を続けている。保護者同士のよい交流が

できる環境を作っていただき、感謝している。  
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委員長  

 

 

委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長  

 

 

 

事務局  

 

 

 

 

 

 色々な意見が出たが、ＮＰＯの活動をされている立場

からもお聞きしたい。  

 

 ＮＰＯ法人みなみ会を立ち上げ、子育て支援の一つと

して、子どもたちの学習支援や遊びの支援活動を行って

いる。元教師や教師を目指す大学生、自宅通学の大学生

等が活動している。例年、夏休みにはみらいえだけでな

く、西脇市内の各地区に出向き、夏休みの宿題や読書感

想文等の支援をしている。新型コロナウイルス感染症対

策のため、今年に限り、みらいえのみで午前 10時から正

午、午後４時から６時まで見守り支援を行っているが、

来ている子どもたちは少ない。学生が手持無沙汰になる

こともあるが、子どもたちの話し相手になり、暑い中、

時間を見て外で遊ぶなど、学生も頑張ってくれている。

また、夏休みが終わると通常の放課後支援と、土日は午

前中の見守り支援を行っていく。このような活動をして

いることを知らない保護者の方もおられるので、子ども

たちにも声をかけながら、多くの子どもたちの支援を続

けていきたいと考えている。  

 

○議事終了  

 委員の皆様から、多くの貴重なご意見をいただいたの

で、今後の事業運営に反映していただきたいと思う。  

 

○その他  

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今までと

は違った新しい生活様式をベースとして事業に取り組ん

でいくことになるが、皆様からのご意見をいただきなが

ら、前進していきたいと思う。  

 次回の委員会は２月を予定している。  

 議事録については、ホームページなどで公開予定であ

る。  

 

○閉会  

 

 

問合せ先  西脇市都市経営部茜が丘複合施設こどもプラザ  

 TEL 0795-25‐ 2800 ／  FAX 0795－ 25‐ 2220 

 


